
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 10 月 1 日      － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －      第 669 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

第
55
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

は
、
沖
縄
県
那
覇
市
の
那
覇
文
化
芸
術

劇
場
な
は
ー
と
小
劇
場
で
、
９
月
21
日

（
土
）
13
時
か
ら
22
日
（
日
）
12
時

30
分
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か

ら
そ
し
て
沖
縄
県
内
か
ら
、
21
日
、

22
日
そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
】
沖
縄
県
実
行
委
員

会
の
み
な
さ
ん
20
人
が
「
童
神
」
。
そ

し
て
戦
争
も
祖
国
復
帰
も
知
ら
な
い
世

代
が
沖
縄
の
心
を
引
き
継
い
で
い
こ
う

と
「
島
人
ぬ
宝
」。
キ
ー
ボ
ー
ド
に
三
線

あ
り
、
サ
ン
レ
レ
あ
り
の
、
に
ぎ
や
か

な
演
奏
。
沖
縄
県
実
行
委
員
会
の
み
な

さ
ん
の
仲
の
良
さ
が
光
り
ま
し
た
。 

山城博治さんに、お礼の電話をかけ

感想も聞きました。『楽しく歌えた。

久しぶりに辺野古ネーネーズにも会え

てよかった。懇親会にも参加したかっ

たけど申し訳ない。「沖縄今こそ立ち

上がろう」「座りこめここへ」も日音

協の歌と聞いてビックリした。CD も

ありがとうございました。若いころ

「俺たちの道は」をよく歌っていたの

を思い出した。長い闘争には、歌は必

要と思う。呼んでくれてありがとうご

ざいました。』      （平良昌史） 

 

 

ゲ
ス
ト
【
前
花
雄
介
】 

石
垣
市
宮
良
出
身
で
、
八
重
山
の
歴

史
や
自
然
、
文
化
な
ど
を
歌
う
。
石
垣

島
の
野
底
岳
に
伝
わ
る
昔
話
、
悲
し
い

恋
物
語
の
「
小
さ
な
島
の
あ
る
物
語
」

は
映
し
出
さ
れ
る
映
像
も
美
し
い
。
太

平
洋
戦
争
中
、
波
照
間
島
か
ら
日
本
軍

に
よ
り
西
表
島
に
強
制
疎
開
さ
せ
ら

れ
、
青
空
学
校
す
ら
止
め
ら
れ
て
し
ま

っ
た
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
「
勿
忘
石

（
わ
す
る
な
い
し
）
」
。
ギ
タ
ー
と
三
線

と
見
事
に
使
い
分
け
て
と
て
も
通
る

声
。 

Naomaria さん 漢那彰野さん 前田遼一さん 

ｼﾝｶﾞｰｿﾝｸﾞﾗｲﾀｰ  私鉄（沖縄ﾊﾞｽ）那覇市職労 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
【
山
城
博
治
さ
ん
と
歌

う
～
現
場
の
闘
い
の
歌
～
】 

山
城
博
治
さ
ん
が
辺
野
古
で
、
高
江

で
、
た
た
か
い
の
現
場
で
う
た
っ
て
き

た
歌
を
山
城
さ
ん
自
身
と
〝
辺
野
古
ネ

ー
ネ
ー
ズ
〟
が
再
現
、
会
場
も
一
緒
に

歌
う
。
「
沖
縄
、
今
こ
そ
立
ち
あ
が
ろ

う
」
も
「
座
り
こ
め
こ
こ
へ
」
も
日
音

協
が
大
切
に
し
て
き
た
う
た
が
沖
縄
の

現
場
で
生
ま
れ
変
わ
る
。 

👆司会も務めた普久原朝日さん 

   （那覇市議会議員・写真家） 

司会の皆さん（４人で交代で） 

会場でカチャーシーの練習 

    山城博治さん       伴奏の前花雄介さん 

（後ろには辺野古ネーネーズの皆さん。沖縄県実

行委員長の高里鈴代さんも腕組んで歌っている。） 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 10 月 1 日             音 楽 運 動              第 669 号（2） 

第
55
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
全
国
交

流
会
は
、
９
月
21
日
（
土
）
19
時
か
ら
、
沖
縄

県
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
、
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
那
覇
市
職
労
の
お
ふ
た
り
に
よ
る
「
か

ぎ
や
で
風
」
で
幕
開
け
で
す
。 

本
村
文
代
さ
ん
の
司
会
で
、
沖
縄
県
実
行
委

員
会
下
地
史
彦
副
実
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
、

そ
し
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
ま
し
た
。 

ゲ
ス
ト
の
前
花
雄
介
さ
ん
も
交
え
た
楽
し
い

懇
談
の
後
、
那
覇
市
職
労
の
４
人
が
沖
縄
民
謡

を
演
奏
し
ま
し
た
。 

 
 

最
後
は
会
場
全
体
が
一
体
と
な
っ
た
カ
チ
ャ

ー
シ
ー
で
全
国
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
【
サ
ン
レ
レ
ラ
ラ

バ
イ
】 

沖
縄
の
三
線
と
ウ
ク
レ
レ
を
ミ

ッ
ク
ス
し
た
楽
器
サ
ン
レ
レ
は
、
単

音
弾
き
と
コ
ー
ド
弾
き
、
ど
ち
ら
も

弾
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
ア
メ
イ

ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
は
う
ち
な
ー

ぐ
ち
あ
り
。
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
は
サ
ン
レ

レ
と
と
も
に
歌
い
続
け
る
心
を
。
歌

も
と
て
も
立
派
な
も
の
。 

企
画
【
若
い
会
員
の
交
流
会
】 

「
日
音
協
２
０
２
４
～
Ｔ
ｏ 

ｔ

ｈ
ｅ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
～
」

と
し
て
、
日
音
協
の
全
国
の
若
い
会

員
の
交
流
会
の
演
奏
で
す
。
も
う
す

ぐ
今
日
が
終
わ
る
や
り
残
し
た
こ

と
は
な
い
か
い
と
、
か
り
ゆ
し
58

の
「
オ
ワ
リ
は
じ
ま
り
」
。
そ
し
て

笠
木
博
逸
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ド
レ
ー

「
Ｌ
ｅ
ｔ`

ｓ 

ｓ
ｉ
ｎ
ｇ 

ａ 

ｓ
ｏ

ｎ
ｇ 

〜
Ｏ
ｎ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｒ
ｏ
ａ

ｄ
」
は
北
海
道
と
も
違
う
斬
新
な
ア

レ
ン
ジ
だ
っ
た
。 

 

（
ご
め
ん
な
さ
い
。
写
真
は
４
面
に
掲

載
し
ま
す
。） 

（
文
責
・
松
本
敏
之
） 

 

 

          

企
画
【
メ
ー
デ
ー
合
唱
団
】 

僕
ら
の
名
前
は
一
つ
「
人
民
」
と

い
う
こ
と
ば
を
際
立
た
せ
よ
う
と

す
る
演
奏
、
林
光
さ
ん
詩
曲
の
「
ひ

と
つ
名
前
の
兄
弟
の
歌
」
に
挑
戦
。

後
半
の
追
い
か
け
も
面
白
い
。
「
ガ

ジ
ュ
マ
ル
の
木
」
は
水
戸
に
続
い
て

２
度
目
だ
が
、
三
線
も
登
場
し
て
沖

縄
色
を
意
識
し
た
演
奏
。 

       

企
画
【
笠
木
博
逸
を
う
た
う 

ｓ
ｉ

ｎ
ｇ
！ 

ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
！
】 

私
た
ち
に
多
く
の
作
品
を
残
し

て
１
年
前
に
こ
の
世
を
去
っ
た
笠

木
博
逸
さ
ん
を
、
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー

の
リ
ー
ド
で
会
場
み
ん
な
で
歌
い

ま
し
た
。
「
Ｏ
ｎ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｒ
ｏ
ａ

ｄ
」
そ
し
て
沖
縄
の
中
学
生
の
詩
に

よ
る
「
生
き
る
」
、
遺
作
と
な
っ
た

「
戦
争
な
ん
か
を
す
る
た
め
に
」
、

最
後
は
も
ち
ろ
ん
「
Ｌ
ｅ
ｔ`

ｓ 

ｓ

ｉ
ｎ
ｇ 

ａ 

ｓ
ｏ
ｎ
ｇ 

」
。 

 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト 

【
Ｎ
ａ
ｏ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
】 

楽
器
な
し
で
路
上
で
歌
っ
て
い

た
Ｎ
ａ
ｏ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
さ
ん
。
ウ
ク

レ
レ
と
出
会
い
、
「
自
分
ら
し
く
」

を
テ
ー
マ
に
う
た
い
ま
す
。
み
ん
な

同
じ
人
間
さ 

み
ん
な
同
じ
じ
ゃ
な

く
て
い
い 

自
分
ら
し
く
生
き
て
い

こ
う
、
と
「
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ 

ｏ
ｎ
ｅ 

〜

命
の
輝
き
〜
」。
私
が
私
を
認
め
る
、

と
「
私
に
な
り
た
い
」
。
そ
し
て
会

場
と
一
緒
に
な
っ
て
「
手
を
つ
な
ご

う
」。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 10 月 1 日              音 楽 運 動              第 669 号（3） 

 

 
 

【全 18曲 応募順】 
 

心文～知覧の空～ 詩・曲＝塚本茂子 
 

半径三メートル  詩・曲＝塚本茂子 
 

JICA勇気の道     詩・曲＝吉本健二 
 

マイナンバー恨み節 詩・曲＝B・B・B 
 

サギ撲滅運動の歌  詩・曲＝B・B・B 
 

No No War       詩・曲＝桑野功 
 

ゆるされぬこと 詩＝佐藤幸子＆佐々木かな子 

        曲＝日音協東北北ブロック 

合宿実行委員会 
 

街に出て歌おう 詩＝下総大＆佐藤康弘 

        曲＝東北北ブロック合宿実行

委員会 
 

何もできない毎日が 詩＝佐藤康弘  

曲＝後藤雅裕 
 

僕らの暮らしは辛抱だらけ 詩・曲＝後藤雅裕 
 

夕暮れ西の空  詩・曲＝山本英二 
 

青年よ 灯をともせ 詩・曲＝髙林克比古 
 

届け 私たちの思い 歌にのせて 

         詩・曲＝日音協新潟県支部 
 

大好き 沖縄  詩＝下総大 曲＝後藤雅裕 
 

かえりみちー陽が生まれてー 詩・曲＝大門悟 
 

歌って下さい  詩＝杉崎哲夫 曲＝瓦井孔二 
 

基地はいらない 詩・曲＝瓦井孔二 
 

これ以上 海を 詩＝福島の人々の思いから 

        曲＝坂口美日 

【
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
】
沖
縄
県
支
部

の
仲
間
た
ち
に
ス
テ
ー
ジ
に
残
っ

て
い
た
だ
き
、
毎
年
５
月
日
音
協

の
沖
縄
行
動
に
参
加
し
て
い
る
仲

間
た
ち
を
加
え
て
、
今
、
改
め
て

沖
縄
の
た
た
か
い
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
と
な
っ
た
「
沖
縄
を
返
せ
」
、
そ

し
て
沖
音
協
結
成
の
年
、
嘉
手
納

基
地
包
囲
行
動
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

と
な
っ
た
「
や
さ
し
い
心
を
武
器

に
し
て
」
を
会
場
全
体
で
う
た
い

ま
し
た
。
実
行
委
員
、
ス
タ
ッ
フ

の
紹
介
、
県
実
委
の
あ
い
さ
つ
、

中
実
委
事
務
局
長
の
ま
と
め
、
長

野
県
支
部
の
決
意
表
明
を
は
さ
ん

で
、
最
後
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」
の
全
体
合
唱
で
２
日
間
の

音
楽
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

2024 年 10 月 1 日             音 楽 運 動              第 669 号（4） 

「南風(ふぇーぬかじ)」最終 
 

沖縄の未来、日本の未来、 

多様性の世界をともに創ろう 
沖縄県支部長 平良昌史 

 

はいさい！沖縄音楽祭が無事終わ

りました。参加された皆様、楽しめま

したでしょうか。音楽祭の意義を感じ

てくれたでしょうか。 

沖音協としては、労働運動、平和運

動、県内の音楽仲間と音楽祭の準備や

当日の運営を担う中で、絆を深めるこ

とが出来、意義深いものとなりまし

た。 

また、全国の仲間と交流ができ大き

な成果がありました。各労組に働きか

けをする中で、日頃からの連携の大切

さが分かり、また、懐かしい人とも再

会が出来るなど得るものが多い音楽

祭でした。ご協力いただいた皆様に改

めて感謝申し上げます。いっぺーにふ

ぇーでーびる。 

ロシアによるウクライナ侵攻、イス

ラエルによるガザでの虐殺はレバノ

ンにも拡大、罪のない人々が犠牲とな

り、憎悪の連鎖は止まりません。排外

主義の右翼が台頭するヨーロッパ各

国、新自由主義が跋扈し、格差が拡大

する中、アメリカでのトランプ主義

は、自分さえ良ければよいと思う人が

増えた結果です。しかし、トランプ大

統領誕生を阻止するために、人々は大

同団結しています。 

日本においては、新しく誕生した石

破首相は、幹事長時代に沖縄の自民党

国会議員を力で屈服させ、辺野古新基

地建設の扉を開けた張本人です。国民

生活より戦争の出来る国つくりを進

める日本、私たちは、多様性を認め合

う世界を目指す人たちとの連帯の輪

を広げなければいけません。辺野古新

基地建設をはじめとする、沖縄での基

地増強に反対する長い闘いでは音楽

が欠かせません。お互いを本当に思い

やる関係を望み、痛んだ心や悲しむ心

を深く慮る「チムグクル」をあらため

て心に刻み、その痛みを分け合い、ゆ

るし合うこと、反戦平和の願いを強く

優しく沖縄から歌を発信し、日本を、

世界を変えていきましょう。 

一人ひとりの力は弱くても、繋がり

あえば大きな力となる。まじゅんチバ

らなやーさい。ともに頑張りましょ

う。 

 

（要約） 
第 55回はたらくものの音楽祭に参加の皆様、大変ありがとう

ございました。 

まずは、地元沖縄県支部の仲間、そして実行委員長を担ってい

ただいたオール沖縄会議の高里様はじめ関係者の皆様、また、ス

ムーズな進行をしていただいた司会の皆様、ステージスタッフの

皆様、音響関係の皆様、改めて感謝申し上げます。全体の拍手で

お礼に変えたいと思います。大変ありがとうございました 

今回の音楽祭は、沖縄県内の労働組合・平和団体・音楽サーク

ル・音楽家の皆様のご協力を得ながら開催することができまし

た。また、昨夜の全国交流会では地元沖縄県支部の企画のもと沖

縄文化にも触れながら楽しい一夜を過ごせたと思います。 

さて、音楽祭の出演団体は１４支部中１３の支部、１つのブロ

ック合同、１０のサークル・個人、３つの産別音協、３つのスポ

ットライト、３つの中央企画、ゲスト、オープニング、エンディ

ング合わせて３６の発表・演奏がありました。 

全国の仲間がこの沖縄祭典の成功に向けて日々の創作活動や

演奏活動を強化してきた賜物と感じております。 

発表作品もやはり平和や社会問題をえぐりだす作品が多かっ

たのではないでしょうか。 

一つ一つの作品の評価は致しませんが、いずれの作品・発表も

平和を求め、許せないものは許せないといったメッセージが伝わ

ったのではないでしょうか。いずれも素晴らしい発表であったと

感じています。 

今現在、自民党の総裁選、立憲民主党の代表選が行われていま

すが、我々働くもの、働いていたもの、勤労国民の声が反映され

る政治を作っていただきたいですし、そうした政治を作るのも私

たちの活動にかかっていると思います。 

私たちの組織も高齢化が進み、若手の育成が最大の課題となっ

ていますが、活動をつうじて仲間を増やし、つくり・歌い・広め・

つなぎ合うという活動を強化していかなければなりません。 

現在、新たな作品を日音協ソングとして募集しています。 

私たちは、歌・音楽をもって世の中を変える、まさに今回のテ

ーマである「音楽は世界を変える」を実践していきましょう。 

さて、来年の第５６回音楽祭ですが、先日の全国代表者会議で

確認した、長野県で開催することとしております。開催方法など

を含めてどのような形でできるのかを追求しながら、長野音楽祭

に向けて準備を進めましょう。 

 

若い会員の交流会（２面に関連記事） 
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さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
が
９

月
16
日
、
東
京
・
代
々
木
公
園
に
て

「
命
を
つ
な
ぐ
地
球
環
境
を
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
当
日
朝
、
公
園
は
小
雨

模
様
で
、
テ
ン
ト
設
営
時
に
は
一
時
雨

足
が
強
ま
り
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ブ

ー
ス
開
始
の
11
時
に
は
す
っ
か
り
上

が
り
、
集
会
時
に
は
足
元
も
乾
き
、
パ

レ
ー
ド
ま
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 日

音
協
の
テ
ン
ト
前
コ
ン
サ
ー
ト

は
11
時
か
ら
13
時
ま
で
を
目
安
に
開

催
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
『
あ
た
り
ま

え
の
地
球
』
に
始
ま
り
、
松
本
敏
之
・

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
＆
Ｔ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
・
狭
石
啓

子
・
う
い
み
ん
、
と
い
っ
た
日
音
協
の

グ
ル
ー
プ
・
個
人
だ
け
で
な
く
、
反
原

発
う
た
い
た
い
や
、
茱
萸
坂
で
行
動
を

共
に
し
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
周

平
さ
ん
、
守
屋
真
実
さ
ん
の
演
奏
も
あ 

東京都支部の皆さん、ごくろうさまでした。 

り
ま
し
た
。
特
に
周
平
さ
ん
は
『
ワ
ン

マ
ン
バ
ン
ド
』
と
称
し
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
を
抱
え
、
太
鼓
類
を
背
に
装
着
し

て
繋
い
だ
ベ
ル
ト
で
操
り
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
吹
い
た
り
バ
ン
ジ
ョ
ー
を
鳴

ら
し
た
り
と
、
道
行
く
人
の
目
を
惹
い

て
い
ま
し
た
。 

15
時
か
ら
の
パ
レ
ー
ド
で
は
デ
モ

出
発
地
点
近
く
に
場
所
を
か
え
、
送
り

出
し
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち

の
う
た
に
共
感
し
う
な
づ
く
人
、
歌
詞

カ
ー
ド
を
求
め
る
ひ
と
も
多
く
、
一
体

感
に
包
ま
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

（
森
理
子
） 

 

暗い上手（かみて）に陣

取り、各演奏グループから

提出された舞台配置図をも

とに、次の演奏に向け、ス

タッフの動きを確認。今回

はスムーズな展開で進行し

途中で休憩を取り、時間調

整しました。   （佐藤） 
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▼
こ
の
夏
、
ス
ー
パ
ー
か
ら
コ
メ
が
消

え
た
▼
原
因
は
、
訪
日
外
国
人
が
増
え

た
こ
と
や
地
震
・
台
風
の
た
め
に
買
い

溜
め
に
走
る
人
が
増
え
た
か
ら
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
原
因

で
は
な
く
結
果
だ
。
そ
の
よ
う
な
変
動

要
因
で
た
ち
ま
ち
店
頭
か
ら
米
が
消
え

て
し
ま
う
よ
う
な
市
場
の
脆
弱
性
、
そ

の
背
景
に
あ
る
農
水
省
の
積
年
の
悪
政

こ
そ
が
根
本
要
因
だ
。
こ
の
騒
ぎ
を
、

日
本
文
明
の
根
幹
と
し
て
の
コ
メ
を
ど

う
守
っ
て
い
く
の
か
に
思
い
を
馳
せ
る

機
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
減
反

政
策
は
、
１
９
７
０
年
に
始
ま
り
約
50

年
間
も
続
い
た
。
そ
れ
以
前
は
、
１
９

４
２
年
に
政
府
が
公
定
価
格
で
コ
メ
を

買
い
取
り
、
配
給
す
る
食
糧
管
理
制
度

が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
戦
争
直
後
の
飢

餓
状
態
を
脱
し
て
生
産
も
消
費
も
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
。
が
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
財
政
負
担
は
耐
え
切
れ

な
い
ほ
ど
に
膨
ら
ん
だ
。
そ
の
た
め
、

１
９
７
０
年
頃
か
ら
何
も
作
ら
な
い
と

補
助
金
が
出
る
と
い
う
政
策
が
始
ま
っ

た
。
省
庁
間
で
は
、
農
水
省
は
金
食
い

虫
扱
い
さ
れ
コ
メ
は
政
争
の
道
具
に
さ

れ
続
け
て
き
た
と
も
言
え
る
▼
減
反
政

策
は
、
汗
水
た
ら
し
て
田
ん
ぼ
を
守
っ

て
き
た
農
民
に
対
す
る
侮
辱
だ
。
市
場

の
変
動
に
委
ね
な
が
ら
も
農
家
の
努
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
原
因
で
採
算 

が
と
れ
な
く
な
っ
た 

場
合
に
は
、
個
別
農 

家
の
所
得
を
保
障
す 

る
と
い
う
仕
組
み
し 

か
あ
り
え
な
い
は
ず 

な
の
に
。 

                                                                                    

 

   

 

     

 

    

   

                          

（183） 

飯島貞親 

▼第 55 回はたらくものの音楽祭

（沖縄音楽祭）が終わりました。開

催に向けた沖縄県実行委員会の皆さ

ん、ありがとうございました。笑顔

笑顔で楽しい音楽祭でした。第 56

回は来年長野県で開催することにな

っています。今から準備を進めてい

ます。よろしくお願いいたします。         

▼音楽祭終了後、有志７名でツァー

に参加しました。沖縄のヤスさんに

案内していただき、伊江島のヌチド

ゥタカラの家（反戦平和資料館）を

訪問したり、辺野古のテントで「沖

縄今こそ立ち上がろう」「ふるさと沖

縄」「座りこめここへ」を歌い、歓迎

されました。▼また、埋め立てが進

む大浦湾の全貌が見えるという灯台

跡から見渡すことが出来ました。行

き方を教えてくれた地元の人は「去

年と風景が違っている。悲しいよ。」

とポツリと言っていたそうです。 

（青森のヤス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

９
／
６
（
５
２
０
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
か
お
る
さ
ん
、
守
屋

さ
ん
、
周
平
さ
ん
、
ゆ
き
さ
ん
、

イ
サ
さ
ん
、
達
哉
、
森 
計
７
名 

 開
始
時
刻
の
18
時
半
は
す
で

に
薄
暗
い
。
日
が
短
く
な
っ
て
き

た
。
先
週
来
て
く
れ
た
Ｓ
さ
ん
が

本
日
も
参
加
。
お
名
前
は
「
ゆ
き

さ
ん
」
。
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。 『

あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
か
ら

始
め
た
。
か
お
る
さ
ん
の
舞
う
よ

う
な
手
話
が
つ
く
。『
私
た
ち
の
暮

し
は
私
た
ち
が
決
め
る
』
も
。
手

話
つ
き
の
歌
が
増
え
て
い
る
。
昼

間
は
暑
い
け
れ
ど
風
は
秋
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
米
不
足
で
新
米
の

供
給
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
。『
双
葉 

の
秋
』
を
歌
う
。
ス
ー
さ
ん
の
詩
。

そ
う
い
え
ば
ス
ー
さ
ん
最
近
来
な

い
ね
。
ス
ー
さ
ん
も
腰
を
病
む
人

だ
か
ら
、
き
つ
い
の
か
な
。
今
日

は
清
美
さ
ん
が
風
邪
で
お
休
み
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
。
み
ん
な
、
体

を
い
た
わ
り
つ
つ
、
そ
れ
で
も
怒

り
の
火
は
絶
や
さ
な
い
。
新
聞
に

デ
ブ
リ
採
取
断
念
に
ま
つ
わ
る
記

事
が
載
っ
て
い
た
。
下
請
け
会
社

の
、
さ
ら
に
下
請
け
の
人
た
ち
が
、

放
射
能
濃
度
の
高
い
危
険
な
現
場

で
、
重
装
備
の
防
護
服
の
狭
い
視

野
の
中
パ
イ
プ
の
取
り
付
け
作
業

を
し
て
い
た
の
だ
。
東
電
は
そ
こ

に
い
な
か
っ
た
。
立
ち
合
い
も
、

確
認
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
無
責
任
な
こ
と
が
あ
る
か
。
そ 

ん
な
無
責
任
な
会
社
が
柏
崎
刈
羽

を
動
か
す
の
を
、
信
用
で
き
る
か
。

『
私
た
ち
は
許
さ
な
い
』
の
歌
に

力
が
こ
も
る
。 

汚
染
水
放
出
だ
っ
て
そ
う
だ
。

「
海
水
調
査
で
は
放
射
能
の
影
響

は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
海

水
で
放
射
能
が
測
定
さ
れ
た
ら
最

後
で
し
ょ
。
海
洋
生
物
の
な
か
で

の
凝
縮
と
、
食
物
連
鎖
こ
そ
が
恐

ろ
し
い
の
に
。
安
全
神
話
を
引
き

ず
っ
て
い
る
よ
う
だ
。『
水
に
流
す

な
』『
フ
ク
シ
マ
を
繰
り
返
す
な
』。

そ
し
て
『
Ｄ
Ｏ
！
廃
炉
』。
周
平
さ

ん
は
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
ず
、
マ
イ

ク
を
持
っ
て
朗
々
と
歌
う
。
私
も
、

目
は
皿
だ
け
ど
馴
染
ん
で
き
て
、

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
感
は
無
く
な

っ
て
き
た
気
が
す
る
。
そ
し
て
達

哉
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
久
し
ぶ
り
の

『
答
え
は
我
ら
に
』。
瓦
井
さ
ん
の

創
っ
た
『
風
に
吹
か
れ
て
』
の
替

え
歌
だ
。
「
10
年
後 

20
年
後 

答
え
は
我
ら
に…

」
と
歌
う
。
あ 

の
事
故
か
ら
13
年
が
過
ぎ
た
が
、

こ
の
先
ど
ん
な
答
え
が
待
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。 

沖
縄
の
歌
を
。『
沖
縄
に
基
地
は

Ｎ
Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
』『
ふ
る
さ

と
沖
縄
』
『
芭
蕉
布
』。
そ
し
て
新

曲
、
宮
森
小
学
校
へ
の
米
軍
機
墜

落
事
件
を
悼
む
う
た
『
６
３
０
の

誓
い
』（
海
勢
頭
豊
作
）
。
沖
縄
で

は
ま
た
米
軍
に
よ
る
性
暴
力
事
件

が
起
き
、
ま
た
、
隠
蔽
が
お
き
た
。

来
週
の
金
曜
日
は
米
軍
性
犯
罪
に

対
す
る
院
内
集
会
か
ら
官
邸
前
抗

議
行
動
が
あ
る
。
茱
萸
坂
は
お
休

み
し
て
官
邸
前
に
集
中
し
よ
う
。 

最
後
は
『
声
よ
集
ま
れ
歌
と
な

れ
』
。「
君
と
一
緒
な
ら
闘
え
る
」

と
い
う
歌
詞
に
胸
が
熱
く
な
る
。 

９
月
16
日
は
代
々
木
公
園
で

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
」

が
あ
る
。『
反
原
発
う
た
い
た
い
』

も
日
音
協
の
テ
ン
ト
前
コ
ン
サ
ー

ト
で
歌
お
う
。
み
ん
な
集
ま
れ
！ 

 


